
＜アブラムシをめぐる、生き物のつながり ～ その２＞

生き物どうしのつながりについて、前回の続きです。 前回はアブラムシを食べるテントウムシに

ついてお話ししましたが、アブラムシに集まるのはテントウムシだけではありません。

①アブラムシに集まるアリ

アブラムシには、テントウムシだけでなくアリもよく集まっていることを

誰かが教えてくれました。 アブラムシは植物の若い茎や葉に口吻をさし、
こうふん

その汁を吸って、つまり植物の栄養を横取りして生活しています。このよう

な関係を「寄生」といいます。植物の種類によって、それに寄生するアブラ
き せ い

ムシの種類も決まっているのだそうです。不思議ですね。

そしてアブラムシは必要な栄養分を吸収すると、残りを肛門から排せつし
こうもん はい

ます。排泄物は糖分を含んでいて甘く、左の写真のように、これを求めてア
はいせつぶつ とうぶん

リが集まるのです。

②テントウムシを追い払うアリ

アリはアブラムシの排泄物を片付けるだけでな
はいせつぶつ

く、そこを餌場として確保するために、右の写真
え さ ば か く ほ

のようにテントウムシなど他の生物が来たときに

追い払ったり、捕まえて食べたりします。このア

ブラムシとアリのような、どちらにも利益になるような関係を「(相利)共 生」
そ う り きょうせい

といいます。

③アブラムシを食べるアリ ところが、よく観察していると、左の写真のような場面に

出会うことがあります。そう、アブラムシを守るどころか、捕

まえて食べたり、巣に運んでいったりするのです。アリにとっ

てアブラムシは、動物性タンパク質としても価値が高く、アブ

ラムシがたくさんいる時や、甘い露をあまり出さなくなったも
つゆ

のは食べられてしまうのです。見方を変えれば、アブラムシは

危険なアリを甘い露でなだめながら、テ
つゆ

ントウムシなどから守ってもらっている

ということになりますね。 また植物に

とってアブラムシは害虫ですが、アリが

たびたびやって来ることで、葉を食べる

虫を追い払ってくれることにもなり、益

虫の面も持っているのです。 いろいろな生き物が、バランスを持ってつな

がり、共存しているのですね。【理科支援員・宮内】 おまけ・アブラムシを突き刺し体液を吸うサシガメ↑
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